



















 (p. 1) 。従来の暗記型学習とは異なり、学習者は学んだ知識を深化させ、自分
のものとして使えるようになることがアクティブラーニングを介して求められ
ていると言える。 





という結果が出ている (2012, p. 8)。従って今後更に学校教育における ICT 活用
の促進が予測される。 
 本稿ではアクティブラーニングと ICT 活用という２つの教育的アプローチに
ついて根本的な問いを提示する。つまりそれらがなぜ今必要とされているのか、
まずその背景と利点ついて考察する。更に筆者が専門とする英語教育の観点か
ら、アクティブラーニングと ICT を導入する際の課題について議論する。 
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 II. なぜアクティブラーニングが求められるのか 
この問いに対する答えを以下３つの視点から考えてみたい。第一に産業界から

















































III. なぜ ICT 活用が求められるのか 
なぜ ICT 活用が教育にとってメリットをもたらすと考えられるのか、まず ICT
の特長から見てみる。文部科学省 (2014) は ICT の特長を（１）時間的・空間的
制約を越えることができる、（２）双方向性を持つことができる、（３）多様で大
量の情報を収集・編集・共有・分析・表示することやカスタマイズすることがで
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